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国土交通省長崎河川国道事務所と佐世保市は，2010年3月20日に供用された西九州自動車道の佐世保中

央インタチェンジ（IC）と相浦中里ICを100年の森にする樹林化計画を立案し，市民と共同して植樹を実

施した．西九州自動車道は，佐世保市という山と海に挟まれた限られた空間で都心へのアクセスを確保す

るという厳しい制約条件があり，都市部を立体構造で通過するという計画にせざるを得なかった道路であ

る．そういった道路であるがゆえに景観に調和し地域に親しまれる道路となるよう景観検討を実施し様々

な工夫を行った．そして，2箇所のIC（総面積5,700m2）に 1,900名の市民と16,000本の植樹を行い，インタ

ーチェンジを100年の森にする平成の一里塚づくりを行った．  
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１．はじめに 
 
 西九州自動車道路は，九州西北部の福岡県，佐賀県，

長崎県に跨って計画されている約150kmの高規格幹線道

路である．武雄，佐世保，平戸，松浦，唐津，前原，福

岡という都市を結び，九州西北部の交流促進，物流の効

率化，地域の活性化，市民生活の安全・安心の確保を目

指し建設が進められている． 

 2010年3月20日に供用されたのが佐世保みなとインタ

ーチェンジ（IC）から相浦中里IC間の7.9kmである．佐

世保道路が2.9kmで佐々佐世保道路が5.0kmとなっており，

佐世保道路は佐世保の市内の人口集積エリアを通過し，

限られた土地の中を通過することから高架形式で通過し，

佐々佐世保道路は佐世保市の相浦中里 地区の山間地や

田園風景の中を通過する道路である． 

 佐世保市は，クスノキ並木が有名な国際通りに代表さ

れるように植樹や港の景観や海軍鎮守府時代のレンガづ

くりの倉庫などの景観を大切にしている都市である。そ

のため高架道路が景観に調和し，地域に親しまれるよう

図-1 100年の森としての樹林化が行われた佐世保中央ICと

相浦中里ICの位置図 



 

 

景観検討委員会を立ち上げて検討を行い様々な工夫をし

てきた．その工夫の一つがICの樹林化である．ICの空間

を樹林に戻し，100年の森とすることで平成の一里塚と

して市民に親しまれる空間にしようとする試みである． 

 実際の植樹は，佐世保「100年の森構想実行委員会」

（代表：神山秀美）という市民ボランティアの会と連携

し，佐世保市と長崎河川国道事務所も合わせた「西九州

道路100年の森植樹祭実行委員会」を立ち上げ，広く市

民の皆さんに声をかけ「100年の森植樹祭」として実施

した．結果として3回の植樹会を実施し，結局のところ

延べ1900人という非常に多くの市民の参加により植樹が

行われた． 

 ICの樹林化によって，①緑の量の確保：佐世保に来る

方々に佐世保の緑の多さを実感していただけるゲートの

イメージを作り出す，②育つ社会資本：自分たちが植え

た苗が育っていく過程を市民の皆さんと一緒に共有する，

③管理コストの適正化：自立した緑空間を作り出すこと

で管理費の適正化を図るといった効果が期待されるとこ

ろである． 

 本報告では，自動車専用道路のインターチェンジを樹

林化するという平成の一里塚づくりに関するプロジェク

トについて詳細を伝えたい． 

 

 

２．ICの樹林化決定までの経緯 

 

(1)設計段階での景観の検討状況 

西九州自動車道佐世保道路は2002年度に工事に着手し

た．道路の予定地にあった「九州文化学園」（本事業で

移転）は緑に囲まれ，桜で有名であったことや，付近に

は，佐世保公園をはじめ市立総合病院，自衛隊佐世保病

院等が隣接していること，海軍鎮守府が設置(1889年)さ

れた時に植えられたというクスノキ並木を有する「国際

通り」の上空を高架が通過することなどから景観に対す

る配慮が必要であるとの認識があった． 

そこで，構造物の施工が本格化する前の2005年12月22

日に，市民と学識経験者により構成される「佐世保道

路・国際通り景観検討委員会」（委員長＝山本宏・九州

工業大名誉教授，以下に佐世保道路景観委員会と呼ぶ）

を発足させ、佐世保中央ICや国際通り周辺の景観形成に

ついて議論を開始した． 

2006年3月16 日には景観形成の方向性（表-1）が出さ

れ，その方向性を踏まえた構造物の設計ならびに施行が

行われていった． 

 

表-1 景観検討委員会での検討結果 

景観

整備

方針

佐世保道路全線のまとまりとクスノキを基調とする

国際通りの街路景観との調和に配慮するとともに沿

道整備や連続する土工部も含めた効果的な道路景観

をつくる 

具体

内容

 

 全体的にグランドカバー材を施すことにより一

定の潤いを確保する 

 中央部は地形的な特徴を活かし，連続する盛土

部を取り込んだ新たな地形の創出 

 周縁部は現況の雑木林の印象（風景）を保全す

ることを基本とした，中・高木の植栽整備 

 シャンシャンボ等の佐世保の地域性を演出可能

な樹種等の適用 

デザ

イン

の方

向性

土工部中央にはクスノキをシンボルツリーとして配

し，前面をグランドカバー（野芝）で覆い，IC内部

の見通し，開放性を重視する 

 

(2)施工前の景観の確認 

長崎河川国道事務所では，事務所が担当する道路など

の社会基盤の景観について様々な視点からチェックを行

い，コストを掛けずに地域の景観となっていく社会基盤

づくりをめざし，2008年12月から「長崎河川国道事務所

景観検討委員会」（以下，事務所委員会と呼ぶ）を立ち

上げた． 

事務所委員会は，委員長を所長が勤め，副所長，工務

課長，調査課専門官（景観担当），景観担当者によるコ

アメンバーに加え，興味がある職員は職種にかかわらず

誰でも参加できる形式とした（写真-1）．これは，景観

の検討は専門家だけの視点でなく，生活者，第三者とい

った様々な視点からのチェックが不可欠であるという認

識からである．また，委員会でも手に負えないような専

門性が必要な案件については，大学の先生など景観の専

門の有識者に確認する方法を取った．専門の先生に現地

を確認してもらい，職員に直接アドバイスをいただくこ

とで，職員のレベルアップも狙ったものである． 

 

写真-1 長崎河川国道事務所景観検討会 

 

 



 

 

 西九州自動車道の案件は，2010年3月までの供用を目

指し，最終的な仕上がりの工程が始まる2009年に検討会

に図られ，植栽計画，修景計画に関してチェックが行わ

れた． 

事務所委員会では，①市民に道路に対する親しみと愛

着を持ってもらうにはどうしたらいいか，②予算削減の

中，メンテナンス費用を下げられないか，③景観への配

慮とコスト削減を両立させることはできないかについて

議論が行われた． 

結局，検討会ではデザインの変更について佐世保道路

景観委員会に提案し，具体的なデザインのあり方につい

て検討をお願いするということが決定された． 

 

(3)デザインの変更 

 2009年3月25日に開催された佐世保道路景観委員会で

は，供用まで残り1年となった佐世保道路のIC周辺の仕

上げについて具体的な検討が行われた（写真-2）． 

 

写真-2 第3回佐世保道路・国際通り景観検討委員会 

 検討の結果，表-2のようなデザインの方向性が決定さ

れ，佐世保市「100年の森構想」と連携し，市民の手で

森をつくる計画がスタートしたのである． 

 課題であった景観とメンテナンス費用の関係は，潜在

自然植生の木によって樹林化することで，数年後には自

立した森が形成されて雑草の対策が不要になること．植

樹直後は，わらを敷くことで，①雑草が抑制され，②保

水性が高まり苗木の根の乾燥を防ぐことなどから，中長

期的に見てみると大きなメンテナンスコストの削減効果

が期待できる方法となる． 

 また，景観の面からは，緑のボリュームが確保でき，

混植により四季折々のヤマザクラ，サツキ，モミジ，サ

ザンカ，カンツバキなどの花が人々の目を楽しませる事

が出来ることになった. 

表-2 デザインの変更内容 

状況

の 

変化

 土地の歴史という観点から，戦前に海軍の練兵

所があった場所で，戦後は九州文化学園が立地

し，緑溢れた環境であった．樹種を見てみる

と，クスノキ・スギ・クロキ・タブノキなどが

植生していた． 

 地元住民の声も，工事が始まって緑が少なくな

った感じがするだとか，春は桜がきれいだった

という声がある． 

 時代の変化の観点からも，公共事業の大幅カッ

トが続いており，引き続き維持管理費を減らさ

ざるを得ない状況からメンテナンスフリーへの

ニーズが高いこと，地球規模の環境問題から，

CO2の吸収など環境への配慮が不可欠な時代とな

ってきたこと． 

デザ

イン

の方

向性

 IC周辺に以前の森の復元を試みる 

 佐世保市「100年の森構想」と連携する 

 地域の潜在自然植生の苗木を植樹し森を復元す

る 

 小中学生や地元住民らによる市民参加での「植

樹祭」を開催する 

 愛着や思い入れのもてる道にする 

 

 

３．100年の森計画の始まり 

 

 佐世保道路景観委員会の決定を受けて，IC内部の緑化

は佐世保市「100年の森構想」と連携していくこととな

った．「100年の森構想」とは，「どんぐりを拾って，

苗木を育て，苗木を山に植樹する，みんなで育てていく

活動」である．佐世保市の市制100周年の記念事業とし

て2000年の秋に始動した．(財)国際生態学センター研究

所所長・横浜国立大学名誉教授の宮脇昭先生の指導の下

に進められており，これまでふるさと佐世保の木による

森づくりに取り組んできた． 

 実は，この連携の始まりは，委員会の準備のために委

員の皆さんの意見を聞いている中で，佐世保市の提案か

ら始まったものである．長崎河川国道事務所では，樹林

化による景観と管理コストの両立の方向性を検討してい

たのであるが，樹林化を実行するための手段については

ノーアイデアの状態であった． 

 委員会に提案する前に，景観担当の職員が100年の森

構想実行委員会の代表である神山さんに相談に行ったと

ころ，市内に緑を増やすという活動の趣旨と合致してい

るということから連携してやっていくことに賛同をいた

だいた．樹林化決定後，神山さんと相談し，佐世保中央

ICと相浦中里ICの2箇所を，2009年8月，9月，2010年2月

の3回に分けて実施することが決まった． 

 



 

 

表-1 デザインの変更内容の比較表 

2005年景観検討委員会検討案 2009年のデザイン修正案（樹林化） 

 

 

  

・土工部中央にはクスノキをシンボルツリーとして配する

・前面をグランドカバー（野芝）で覆う 

・IC内部の見通し，開放性を重視する 

・IC周辺に以前の森の復元を試みる 

・佐世保市「100年の森構想」と連携する 

・地域の潜在自然植生の苗木を植樹し森を復元する 

・小中学生や地元住民らによる市民参加での「植樹祭」

 を開催する 

・愛着や思い入れのもてる道にする 



 

 

４．植樹計画の立案 

 

 実際の植樹計画を立てるに当たっては，2009年3月28

日に，宮脇先生に現地を見ていただいて具体的なアドバ

イスを頂いた（写真-3）． 

 
写真-3 現地を確認する宮脇先生 

 写真を見ると分かるが，対象箇所は結構な急斜面であ

り，崩壊を防ぐという観点からがちがちに締固めていた．

先生は現場を見ると即座に私たちにスコップを持たせ，

掘り返すように指示した．機械での締め固めは十分効い

ており，人間の力では掘り返すのは全く無理な状況であ

ったが，ようやく30cmぐらい掘ることができた． 

 その段階で，ほぐされた土にスコップを直角に突き刺

して，簡単に土を持ち上げることのできるぐらいの「ほ

っこり」した感触を体験させられた．この「ほっこり」

という感触が肌身で分からないと，樹林化を進めるリー

ダーになれないというのが先生の最初のアドバイスであ

った． 

 その上で，植樹が可能となるように，①木の柵によっ

て階段状にする，②木が成長するように「ほっこり」と

した柔らかい土壌にして，その層の厚さを確保するとい

うアドバイスを受けた． 

 さらに，周りの雑木林に入り込み，この地の潜在自然

植生について確認を行った．その後，過去の調査等も踏

まえ先生が選定されたのが高木12種類，中木12種類，低

木15種類であった（表-3）． 

表-3 植樹計画（佐世保中央ICの例） 

高木 

アカガシ，アラカシ，イスノキ，イチイガシ，ウラ

ジロガシ，クスノキ，シラカシ,スダジイ,タブノキ,

ホルトノキ，ヤマザクラ，ツクバネガシ 

中木 

イロハモミジ，ウバメガシ，カクレミノ，クロガネ

モチ，サカキ，サンゴジュ，シロダモ，ミズミモ

チ，モチノキ，ヤブツバキ，ヤマモモ，ユズリハ 

低木 

アセビ，カンツバキ，クチナシ，サザンカ，サツ

キ，シキミ，シャリンバイ，ジンチョウゲ，センリ

ョウ，トベラ，ハマヒサカキ，ヒサカキ，マルバシ

ャリンバイ，マンリョウ，ムラサキシキブ 

５．市民と共同での植林 

 

(1)第一回植樹祭 

 2009年8月8日（土），佐世保中央ICでl00年の森植樹

祭が開催された． 

 市民への案内は，100年の森構想実行委員会のネット

ワーク，佐世保市役所の広報，マスコミへの投げ込みに

よって行った（チラシの例：図-2）．当初，募集人数は

400人程度を見込んでいたが，想定以上の反響で結局の

ところ約600名の参加があった． 

 

図-2 市民が作った参加者募集のチラシ 

 植樹祭に先立ち宮脇先生に講演をお願いした．国内外

1600箇所以上での植樹の経験からの示唆に富む興味深い

内容であった．特に，「地元育ちの木は芝生と違い管理

の手間がかからず，二酸化炭素は効率よく吸収される」

という話には非常に興味を覚えた． 

 その後，参加者への植樹指導があり，植樹する樹木の

名前と特徴の説明を受け，木の名前を「タブノキ！タブ

ノキ！」「シイノキ！シイノキ！」「アラカシ！アラカ

シ！」と大声で叫ぶ子供たちの姿がほほえましかった．

また，苗木は赤ちゃんであり，両手でやさしく扱うこと

や，木の枝や葉を持ったり，根を切ったりしないように

すること，植えた後も木が呼吸しやすいように土を押さ

えつけるのでなく少し浮かせてやさしく土をかぶせてあ



 

 

げること，樹種もなるべく混ぜて植えることなどの指導

があった．木も生き物であり，大切に扱うことを教わっ

た（写真-4）． 

 

写真-4 佐世保市民文化ホールでの開会式 

 8月の夏の陽が射すように照り付ける中，植樹会場に

場所を移動し，植樹が開始された．植樹面積は1,000ｍ2

であるが，急斜面の場所であり，参加者の安全の確保の

ために職員と協力業者を多く配置しながらの作業になっ

た．用意した苗木は2,500本であり，600人での植樹は30

分もかからないうちに終わった．大人よりも子供のほう

が熱心に植えている姿は感動的であった（写真-5）． 

 次に，木の根を乾燥から守り，雑草を防止し，土の温

度を適切に保つためわらを敷き，風に飛ばされないよう

に縄で固定する作業に入る．敷きわらは赤ちゃんに布団

を掛けるように行うのがコツとのこと．木は本当に生き

物であることをつくづく感じた（写真-6）． 

 作業終了後は，後援していただいた明治乳業㈱，㈱フ

ランソワから差し入れしていただいた飲みのものとパン

をおいしくいただいた．また，学校法人九州文化学園に

は植樹の協力をしてもらった． 

 

写真-5 熱心に植樹する子供たち，来年には君たちより大きく 

    なるよ．一緒に健やかに育ってくださいね 

 

写真-6 佐世保中央インターの急斜面での植樹，敷きわら作業 

 

 (2)第二回植樹祭 

 100年の森植樹祭の第二弾は，2009年9月6日（日）に

開催された．場所は相浦中里ICである．集まりにくい場

所にもかかわらず約600名もの参加者があった． 

 朝長則男佐世保市長のあいさつ，大儀健一長崎河川国

道事務所長のあいさつ，神山秀美100年の森構想実行委

員会代表からは「多くの人が参加してくれたことに感謝

します．5年でICは立派な森になって，車が排出するCO2

を吸収してくれます」との話があり，植樹の説明があっ

た．その後，道路の盛土部分の約2,200m2の広い敷地に，

6,600本の苗木を植え，わらを敷き詰めた（写真-7）． 

 

写真-7 相浦中里ICでの植樹の写真 

 

(3)第三回植樹祭 

 佐世保道路・佐々佐世保道路の供用を目前に控えた

2010年2月14日（日）に佐世保中央ICの残り部分の植樹

祭が開催された．今回の植樹の最大の面積となる2,500m2

をこれまた最大の参加者700人が集まって合計7,500本の

苗木を植えた．今回は，供用直前の佐世保道路の高架部

分に上って歩くイベントも同時に開催されたことから遠

くは佐賀県や福岡県からも参加があった．  



 

 

 

写真-8 佐世保中央ICの中央部の植樹後の写真（佐世保の中心 

  部が望める）～どんな森になっていくのかな？！ 

 

(4)縁の下の力持ち～スタッフの汗の結晶～ 

 市民のボランティアによる植樹活動を支えるのが実行

委員会である．構成メンバーの100年の森構想実行委員

会と佐世保市，長崎河川国道事務所，協力業者のスタッ

フには多大なご苦労を掛けた． 

 毎回数百名の参加者を混乱なく誘導し，安全に植樹し

てもらい，そして苗木の扱いなどを的確にアドバイスす

るためには，スタッフも勉強しなければならない．第一

回植樹祭の前日の8月7日に，宮脇先生に骨を折っていた

だき，植樹祭をサポートするスタッフの研修を行った．

水やり，苗木の配置，苗木の持ち方，苗木の植え方，わ

ら敷き，縄かけ，片付け方法について学んだ（写真-9）． 

 そして，植樹祭の当日も朝早くから植樹がうまくいく

ように土を耕し，苗を配置し，誘導や安全の確保と非常

に多くの仕事を担当してもらった（写真-9,10）． 

 

写真-9 宮脇先生から植樹の指導を受けるスタッフたち 

 このように大きなプロジェクトの成功の裏には，国の

職員，市役所の職員，建設会社の社員の皆さんの縁の下

の力持ちの『地域の方々とすばらしい社会資本をつくり

たいという熱い思い』があったことは特筆に値する． 

写真-10 様々な準備を行うスタッフたち「縁の下の力持ち」 

 

写真-11 プロジェクトを成功させるためには多くのスタッフ 

    の献身的なサポートが不可欠 

 

 

６．樹林化による効果について 

 

(1)樹林化の効果 

 樹林化による効果について整理すると以下になる． 

① 市民参加の植樹によりインターチェンジが地域の誇

りの景観となり親しみや愛着が生まれる 

② IC内の緑豊かな「樹林化」による地域固有の景観や

環境に溶け込む空間の創造 

③ 市民ボランティア等の参画・協働による植栽費用の

軽減 

④ 将来の維持管理費に対する手間と経費の大幅削減 

 特にコストがどの程度削減されたかどうか気になる点

である． 

 まず，市民ボランティアに植樹してもらうとどの程度

のコスト削減になるのであろうか．16,600本を植林する

場合は，一本あたり200円程度のコストがかかる．経費

等（8割程度）を考えると500万円程度の削減となったこ

とになる． 



 

 

 苗木をどんぐりから育てるとどうなるのであろうか．

苗木の市場価格を調べると一本あたり400円となってお

り，市民参加で苗から育てると1,000万円もの予算が救

われることになる．今回の場合は，途中からの計画変更

となったため，棚の設置，土の掘り返しなどのコストが

増えたため大きなコスト削減は無理であった． 

 肝心のメンテナンスコストは，樹林化の場合は3年程

度人力による除草が必要であり，外注した場合は1m2あ

たり110円かかるため，5,700m2の除草作業に120万円（経

費80％含む）,3年間で360万円かかることになる．従来

計画の芝生を植えた場合は，機械芝刈りが出来るため，

1m2あたり70円程度（年2回必要）となり，年間150万円，

3年間で450万円，10年間で計算すると1,500万円となる．

数十年の期間で考えると数千万円の効果が期待できるの

である．大きな効果が市民参加という「新しい公」の力

で生み出されたことになる． 

 

(2)植樹後の状況 

 市民と協働での植樹のフォローをきっちりと行うよう

にしている．山林等の植樹であれば，植樹に参加された

方に雑草の草刈等に参加してもらい，自分が植えた木の

生長を見守ってもらうのだが，今回は自動車専用道路の

区域内ということで，宮脇先生のアドバイスを受けなが

ら生育調査を毎年行うことにした．そしてその結果を長

崎河川国道事務所のホームページで公開することで参加

された方への情報のフィードバックを行っていく． 

 最新状況が写真-12である（写真-6と同じ場所）．調

査に同行していただいた宮脇先生からは「順調に育って

いる」との言葉を頂きほっとしているところである． 

 

写真-12 2010年9月の佐世保中央インターの状況 

 

 

７．おわりに 

 

 西九州自動車道の佐世保道路・佐々佐世保道路の佐世

保中央ICと相浦中里ICの二つの場所を100年の森にして

平成の一里塚にしようというプロジェクトについて説明

した．プロジェクトには延べ1,900人もの人が集まり，

みんなで汗をかきながら丁寧に16,600本の苗木を植えて

いった．その姿には，公共事業の本来の姿を思い起こさ

せる何か熱いものを感じたのは著者たちだけではなかっ

たと思う． 

 特に，多くの子供たちが参加してくれたことには大き

な意味がある．彼らが大人になりこのインターチェンジ

を使う時，きっとこの場所はこんもりと茂った森となっ

ているであろう．その森の木漏れ日の中を走りながら脳

裏をよぎるのは，親に連れられて一緒に汗まみれになり

ながら苗木を植えた思い出なのではないだろうか．そし

て，自分たちの100年の森，平成の一里塚を誇りに思う

に違いない．地域の誇りとは，人々の努力の積み重ねで

ある．公の事業というのは，世のため人のために行う自

分たちの事業のことなのである． 

 子供たちの健やかな成長とともに育っていく平成の一

里塚，私たちも地域とともに丁寧に育てていきたい． 

 

謝辞：本プロジェクトの樹林化に関しては，100年の森

構想実行委員会との連携がなければ実現は不可能であっ

た．関係者は，どんぐり拾い・苗木の生育・植樹方法・

敷きわらの方法，市民を集めるためのパンフレット作成

や広報，当日の運営などに精通しており，数百人規模で

の植樹作業の準備や運営をスムーズにこなす能力を持っ

ているからである．市民ボランティア活動のパワーとい

うよりも，まさに「新しい公」そのものであった．神山

秀美代表，山部倫照さんには多大なご協力を頂いた．ま

た，宮脇昭先生には植樹の指導，樹種の選定など全般に

わたって懇切丁寧かつ情熱的なアドバイスを頂いた，こ

こに厚く謝意を表する． 
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